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法
華
経
と
プ
ラ

l
ナ

｜
｜
対
比
の
視
点
を
う
る
た
め
に
｜
｜

伊

原

照

蓮

一
、
は
じ
め
に

ゲ
イ
ン
テ
ル
ニ
ツ
は
そ
の
著
『
イ
ン
ド
文
学
史
』
第
二
巻
で
、
法
華
経
と
プ
ラ
1
ナ
と
の
聞
に
並
行
関
係
の
あ
る
乙
と
を
指
摘
し
て
、

大
要
次
の
よ
う
に
い
う
。
①
過
度
の
誇
眠
、
＠
特
に
経
典
の
中
で
そ
の
経
典
を
自
讃
す
る
と
と
、
乙
の
二
点
は
全
て
の
大
乗
経
典
に
と
っ

て
の
特
色
で
あ
る
。
諸
プ
ラ
l
ナ
に
と
っ
て
の
特
色
で
あ
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
法
華
経
の
一
行
一
行
か
ら
思
い
起
さ
れ
る
も
の
は
、
プ

ラ
l
ナ
の
精
神

2
2
の冊目的神仏

2
可
ロ
品
冨
帥
）
で
あ
る
と
ω

乙
乙
で
か
れ
が
「
プ
ラ
l
ナ
の
精
神
」
と
い
っ
て
い
る
も
の
が
何
を
指
す

か
、
明
確
で
は
な
い
。
法
華
経
と
プ
ラ
l
ナ
と
の
両
者
に
共
通
の
雰
囲
気
を
感
じ
た
筆
者
と
し
て
は
、
そ
の
点
を
よ
り
明
確
な
理
解
に
も

た
ら
し
て
み
た
い
、
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
両
者
を
対
比
し
て
類
似
点
を
挙
げ
る
の
み
で
は
、
い
ま
の
場
合
不
充
分
で
あ
ろ
う
。
ど
の
よ

う
な
観
点
か
ら
両
者
を
対
比
す
る
の
か
が
先
ず
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

乙
の
点
に
つ
い
て
幸
い
、
先
学
に
す
ぐ
れ
た
指
摘
が
あ
る
。
そ
と
で
と
れ
ら
を
紹
介
し
、
若
干
の
検
討
を
加
え
、
法
華
経
と
プ
ラ
l
ナ

と
を
比
較
す
る
場
合
の
視
点
を
う
る
と
と
が
小
稿
の
意
図
で
あ
る
。

な
お
乙
乙
で
は
法
華
経
の
中
の
、
方
便
品
第
こ
か
ら
授
学
無
学
人
記
品
第
九
ま
で
、
を
と
り
上
げ
る
。
初
期
（
西
暦
五

O
年
頃
ど
ろ
）

の
成
立
と
見
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
信
ま
た
プ
ラ

l
ナ
は
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
・
プ
ラ

l
h
v主
と
し
て
依
用
す
る
。



四

ー
一、

円

四

】

右
の
意
図
を
果
た
す
た
め
に
参
照
さ
れ
る
べ
き
先
学
の
研
究
の
中
、
若
干
の
も
の
は
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
a
そ
乙
で
そ
れ
以
外
の
も

の
を
本
稿
で
は
と
り
上
げ
る
と
と
に
す
る
。

円
五
》

先
ず
吉
田
詣
英
氏
は
そ
の
著
『
法
華
経
研
究
』
第
三
篇
法
華
経
発
達
史
の
中
で
、
イ
ン
ド
文
学
と
法
華
経
と
の
聞
に
、
直
接
的
で
な
く

と
も
何
等
か
の
関
係
が
あ
っ
た
と
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
、
と
し
て
次
の
諸
点
を
挙
げ
る
。
附
法
華
経
の
中
の
大
乗
経
典
自
讃
の
長
文

は
、
マ
ハ

l
パ
1
ラ
タ
や
ラ
l
マ
1
ヤ
ナ
等
と
軌
を
一
に
す
る
。
マ
ハ

l
パ
l
ラ
タ
で
は
、
「
乙
の
生
命
あ
る
聖
典
を
読
む
も
の
は
あ
ら
ゆ

る
罪
障
消
滅
し
、
子
孫
も
共
に
来
世
は
天
に
昇
る
大
益
を
得
ベ
し
」
と
し
ば
し
ば
い
わ
れ
て
い
る
し
、
ラ
1
7
1
ヤ
ナ
第
一
節
の
終
り
に

「
バ
ラ
モ
ン
族
乙
れ
を
読
め
ば
学
識
と
弁
才
と
を
得
る
乙
と
が
で
き
、
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
族
乙
れ
を
読
め
ば
国
王
と
な
る
と
と
が
で
き
、
ヴ

ァ
イ
シ
ュ
ヤ
族
乙
れ
を
読
め
ば
商
利
を
得
る
乙
と
が
で
き
、
シ
ュ

1
ド
ラ
族
乙
れ
を
読
謂
す
る
の
を
聞
け
ば
、
向
上
の
利
益
を
得
る
。
」

と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
同
法
華
経
の
中
の
、
大
通
智
勝
如
来
の
十
六
王
子
出
家
物
語
、
日
月
燈
明
如
来
の
八
王
子
出
家
物
語
は
、

マハ

l
パ
l
ラ
タ
の
中
に
見
え
る
五
王
子
の
出
家
物
語
と
、
根
抵
を
一
に
す
る
。
刊
父
子
関
係
、
出
生
物
語
、
荘
厳
国
土
創
造
、
等
は
純

然
た
る
プ
ラ
l
ナ
文
学
の
系
統
で
あ
る
と
。

右
の
中
川
は
、
ヴ
イ
ン
テ
ル
ニ
ツ
も
指
摘
し
て
い
る
と
乙
ろ
で
あ
る
。
法
華
経
に
お
い
て
は
確
か
に
、
経
典
自
身
を
自
讃
し
て
い
る
。

例
え
ば
響
機
品
第
三
の
一

O
六
偶
で
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
汝
へ
舎
利
弗
）
が
説
い
た
時
、
誰
か
が
『
私
は
随
喜
し
ま
す
（

g
d
B
o
E
B
B－
）
」
と
い
う
乙
と
ば
を
口
に
し
、
ま
た
ζ

の
経
典

内七》

へ
白
日
日
、
法
華
経
）
を
頭
に
お
し
い
た
だ
く
な
ら
ば
、
そ
の
ひ
と
乙
そ
不
退
転
の
官
三
話
三
野
田
）
ひ
と
と
汝
は
思
う
ベ
し
。
守
」

と
の
よ
う
に
、
法
華
経
に
随
喜
し
、
乙
の
経
典
を
頭
に
お
し
い
た
だ
く
ひ
と
は
、
不
退
転
の
ひ
と
、
と
さ
れ
る
が
、
乙
れ
に
反
し
て
、
法

華
経
を
誹
詩
し
（
W
包

1
2
6、
比
正
た
ち
に
対
し
て
苛
酷
な
行
為
（
W
E
鼠
包
）
を
な
す
ひ
と
は
さ
ま
ざ
ま
な
果
報
を
受
け
る
。
例
え
ば
、



阿
鼻
地
獄
（
回
誌
の
）

に
落
ち
、
更
に
転
生
し
て
は
、
畜
生
に
生
れ
、
み
じ
め
な
生
活
を
送
る
。
そ
の
生
活
が
い
か
に
み
じ
め
で
あ
る
か
、

一
一
一
二
伺
よ
り
一
三
五
偶
ま
で
）
。
誹
誘
の
罪
の
強
調
は
、
自
讃
の
裏
返
え
し
と

が
事
こ
ま
か
に
描
か
れ
て
い
る
。

（
以
上
、
響
険
品
、

い
う
乙
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
に
対
比
さ
る
べ
き
、

マ
ハ

l
パ
l
ラ
タ
や
ラ
1
7
1
ヤ
ナ
の
文
は
、
既
に
吉
田
氏
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
・
プ
ラ
l
ナ
に
お
い
て
も
、

そ
の
末
尾
に
お
い
て
、

ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
・
プ
ラ
l
ナ
聴
聞
へ
回
目
苦
々
自
呂
田
）
の
効
果
が
さ

ま
ざ
ま
に
説
か
れ
て
い
る
。

「
乙
れ
（

1
3
B
E
E
仙
が
説
い
た
プ
ラ
l
ナ
）
を
聞
け
ば
、
全
て
の
過
失
（
含
包
）

よ
り
生
ず
る
、
罪

Q
S
S
の
集
積
は
償
わ

れ
る
。
」

（∞－
H
N
n
l
a
）
 

「
馬
嗣
祭

（田宮田宮包｝阿国）

の
終
り
に
水
浴
す
る
ひ
と
が
獲
得
す
る
果
報

（H
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
・
プ

（匂町田
E
U
、
そ
の
全
て
を
、

ζ 

れ

ラ
l
ナ
〉
を
聞
け
ば
得
る
の
で
あ
る
。
上
人
（
H
B回
目
可
昌
也
よ
。
」

「
禁
欲
を
な
し
て
い
る
ひ
と
（
寄
g
iロ
匂
習
曲
目
白
）
が
、

ζ

れ
（
H

ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
・
プ
ラ
1
ナ
）
を
聞
け
ば
、
直
ち
に
、

（∞－
N
∞） 

ラ
祭
官
官
日
l
Z
H
H
回
）
を
一
年
間
実
行
し
た
時
に
得
ら
れ
る
果
報
、

〆戸、、
ロコ
ト.：，
tD 
(") 

0. 

(>.) 

Cコ
やァ
S穴グ

） 

ホ

ト

そ
れ
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。
」

ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
・
プ
ラ
1
ナ
を
聴
聞
す
れ
ば
、
全
て
の
罪
は
償
わ
れ
、
馬
桐
祭
を
行
っ
た
時
と
等
し
い
果
報
、
ア
グ
ニ
ホ
l
ト
ラ
祭
を
一
年

間
執
行
し
た
際
と
同
等
の
果
報
が
得
ら
れ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
乙
れ
は
経
典
の
自
讃
と
い
っ
て
よ
い
。
乙
と
に
、
法
華
経
と
叙
事
詩

－
プ
ラ
1
ナ
と
の
聞
の
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
吉
田
氏
の
挙
げ
る
他
の
二
点
（
上
掲
同
と
刊
）
も
一
示
唆
に
富
む
指
摘
で
あ
る

が
、
よ
り
具
体
的
な
検
討
が
望
ま
れ
る
。

法華経とプラーナ

次
に
、
ラ
モ
ッ
ト
（
開
－
F
8
5
3叩
）
は
そ
の
大
著
『
イ
ン
ド
仏
教
史
（
同
町
内
o

－Hm
E一
回
O
己

2
F
2
B
叩
目
白
色

g
・
）
』
の
中
で
、

シ
ュ

ン
ガ
王
朝
下
の
仏
教
は
ず
ィ
シ
ュ
ヌ
派
雪
国
政

g
g）
と
多
く
の
共
通
点
を
有
す
る
、
と
い
う
。
ラ
モ
ッ
ト
の
所
論
の
大
綱
は
次
の
如
く

二
五



一一占ハ

で
あ
る
。
ジ
ュ
ン
ガ
王
朝
の
開
祖
宮
H

一
唱
曲
呂
広
岡
田
王
（
紀
元
前
一
八
七
｜
｜
一
五
一
）
は
、

耳
冨
身
白
神
宮
王
を
襲
っ
て
そ
の
権
力
を
薄
い
、
旧
体
制
に
忠
誠
を
誓
っ
て
い
た
、

そ
の
前
の
マ
ウ
ル
ヤ
王
朝
の
最
後
の
玉

隣
国
ヴ
ィ
ダ
ル
パ
〈
丘
a
R
V
E）
の
王
可
＆

E
8
5

王
を
降
し
た
。
二
度
に
亘
る
ギ
リ
シ
ャ
人
の
侵
入
は
、
か
れ
の
王
座
を
高
め
る
と
と
を
危
う
く
し
た
。
外
敵
の
中
の
不
和
に
よ
っ
て
危
険

か
ら
解
放
さ
れ
た
か
れ
は
、
乙
の
成
功
を
祝
っ
て
二
回
馬
桐
祭
を
挙
行
し
た
。
平
和
は
恢
復
さ
れ
、
プ
シ
ュ
ヤ
ミ
ト
ラ
王
は
、
旧
来
の
ヴ

ェ
ー
ダ
の
祭
式
を
尊
重
し
、
バ
ラ
モ
ン
た
ち
の
支
持
を
受
け
て
国
を
統
治
し
た
。

ζ

の
プ
シ
ュ
ヤ
ミ
ト
ラ
王
が
仏
教
徒
に
好
意
的
で
な
か

〈九】

っ
た
と
と
は
確
実
で
あ
る
。
し
か
し
か
れ
が
仏
教
徒
を
迫
害
し
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
程
確
実
で
は
な
い
。
但
し
仏
教
の
中
に

は
、
プ
ジ
ュ
ヤ
ミ
ト
ラ
王
を
仏
教
の
迫
害
者
と
す
る
停
承
が
あ
る
、
と
し
て
ラ
モ
ッ
ト
は
、
大
毘
婆
裟
論
第
百
二
十
五
、
口
町
4
苫
1目

gl

三
O
M

B
S
等
か
ら
五
個
所
の
関
係
文
章
を
挙
げ
る
。

次
い
で
ラ
モ
ッ
ト
は
、
節
を
改
め
て
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ヌ
信
何
の
隆
盛
に
よ
っ
て
仏
教
に
危
難
が
及
ん
だ
こ
と
を
述
べ
る
。
い
ま
必
要
と
思

わ
れ
る
箇
所
を
筆
者
の
理
解
に
従
っ
て
記
し
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

マ
ト
ゥ
ラ
l
の
附
近
で
生
れ
た
英
雄
ク
リ
シ
ュ
ナ
（

Z
2
6
は
後
に
、
古
代
か
ら
の
神
格
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
と
同
一
視
せ
ら
れ
る
に
至
っ

た
。
英
雄
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
父
は
ヴ
ァ

l
ス
デ

l
グ
ァ
〈
品

Z仏

2
6
と
よ
ば
れ
、
従
っ
て
ク
リ
シ
ュ
ナ
は
時
に
ず
ァ

l
ス
デ

l
ヴ
ァ
と
称

せ
ら
れ
る
。
ま
た
ク
リ
ジ
ュ
ナ
は
ナ
l
ラ
l
ヤ
ナ
（
国
側
昌
司

8
6
と
も
い
わ
れ
る
。
乙
の
ク
リ
ジ
ュ
ナ
・
ヴ
ァ

1
ス
デ

l
ヴ
ァ
、
或
は
ナ

ー
ラ
1
ヤ
ナ
は
更
に
パ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ト
（
罫
諸
君
主
神
）
と
も
同
一
視
せ
ら
れ
る
。

タ
派

3
v
g虫
色
目
）
と
呼
称
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

v

そ
れ
故
乙
の
神
格
の
信
奉
者
た
ち
は
、
パ

1
ガ
ヴ
ア

い
ま
シ
ュ
ン
ガ
王
朝
に
眼
を
転
ず
る
と
、

こ
の
パ

1
ガ
ヴ
ァ
タ
派
と
関
係
の
あ
る
王
名
が
眼
に
つ
く
。

シ
ュ
ン
ガ
王
朝
第
九
代
の
王

は
、
げ
冨
岡
田

g
g
（
或
は
げ
冨
四
回
）
と
い
う
名
前
を
有
す
る
し
、
シ
ュ
ン
ガ
王
朝
を
継
ぐ
カ
l
ン
ヴ
ァ

ス
デ

l
ず
ア
（
4
8
g
a
2
6
、
ま
た
同
朝
の
第
三
代
は
ナ
1
ラ
l
ヤ
ナ
と
よ
ば
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

シ
ュ
ン
ガ
王
朝
興
起
の
頃
院
は
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
信
仰
は
既
に
中
イ
ン
ド
に
及
ん
で
い
た
。

（
】
円
曲
目

M
4
6
王
朝
の
初
代
は
ず
ア

マ
ウ
ル
ヤ
王
朝
下
に
首
都
パ

l
タ
リ
プ
ト
ラ



に
駐
在
し
た
大
使
メ
ガ
ス
テ
、
不
l
ス
は
、
ク
リ
シ
ュ
ナ
が
マ
ト
ゥ
ラ
！
附
近
の
ひ
と
び
と
に
よ
っ
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
と
と
を
停
え
て
い

三

四

》

三

五

v

・

る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
ラ
ク
ノ
ウ
博
物
館
の
パ
ラ
ラ
1
7
3包
賞
帥
自
由
）
像
、
カ
ル
カ
ッ
タ
博
物
館
の
へ
ラ
ク
レ
ス
像
、
等
は
右
の
と
と

2
六》

を
傍
証
す
る
。

シ
ュ
ン
ガ
王
朝
初
代
の
匂
居
者
回
目
昨
日
と
同
時
代
の
文
典
家
パ
タ
ン
ジ
ャ
リ
ヘ
宮
S
旦
由
民
）
は
、
そ
の
著
大
注
釈
書
（
呂
田

V
S
E若田〉

の
中
で
、
グ
ィ
ジ
ュ
ヌ
信
仰
に
し
ば
し
ば
言
及
し
て
い
る
。

円一七》

凶
「
自
号
］

S
H
g
S
を
伴
え
る
ク
リ
ジ
ュ
ナ
」
と
い
う
表
現
を
含
む
詩
句
を
パ
タ
ン
ジ
ャ
リ
は
引
用
し
て
い
る
。

円一八》

凶
「
乙
れ
に
反
し
、
い
回
目
町
昔
話
は
第
四
番
目
に
外
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
匂
を
パ
タ
ン
ジ
ャ
リ
は
挙
げ
る
。
ク
リ
シ
ュ
ナ
は
、
親

円一九》

縁
関
係
に
あ
る
回
目
弓

E
Z呂
田
w

官
包
河
口

B
S－
B
E
H島
内
呂
田
と
共
に
一
族
を
な
す
が
、
右
の
句
は
、
ク
リ
シ
ユ
ナ
を
中
心
と
し
た
か
か

る
グ
ル
ー
プ
を
暗
示
し
て
い
る
。

間

ラ

l
マ
へ
冨
］
回
同
町
四
g
同
か

g弓
W
R
g母
国
）
と
ケ
1
シ
ャ
ヴ

7
P
8
2
6

（
即
ち
、

－a話
回
1
4
日
活
ロ
）
と
の
神
殿
に
お
い
て
音
楽

円二

O】

劇
が
上
演
さ
れ
て
い
た
乙
と
を
、
パ
タ
ン
ジ
ャ
リ
の
挙
げ
る
用
例
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
知
る
と
と
が
で
き
る
。

凶

ヴ

ァ

l
ス
デ
1
ヴ
ァ
に
よ
る
悪
王
］
在
百
mm
の
殺
害
を
潰
ず
る
俳
優
及
び
劇
が
、
か
れ
の
時
代
に
存
し
た
と
と
を
パ
タ
ン
ジ
ャ
リ

は
記
し
て
い
る
。

法華経とプラーナ

ま
た
シ
ュ
ン
ガ
王
朝
の
時
代
に
、
グ
ィ
シ
ュ
ヌ
信
仰
は
、
そ
の
発
祥
の
地

i
a
E
及
び
呂
田
吾
口
同
仰
に
と
ど
ま
る
と
と
な
く
、

ド
東
海
岸
地
方
及
び
デ
カ
ン
高
原
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。
と
の
こ
と
は
各
種
の
碑
文
よ
り
知
る
と
と
が
で
き
る
。

ω
ジ
ュ
ン
ガ
王
朝
第
五
代
の
王
げ
富
岡
阻
害
白
色
白
の
治
世
の
第
十
四
年
に
、
ギ
リ
シ
ャ
人
ヘ
リ
オ
ド
l
ロ
ス
は
、
タ
キ
シ
ラ
（
刊
誌
出
国
〉

の
王
ア
ン
タ
リ
キ
タ
（

S
E
E
S
H自
己
国
在
品
目
師
、
凡
そ
紀
元
前
一
二
五

l
一
O
O）
に
よ
っ
て
、
シ
ュ
ン
ガ
王
の
宮
廷
に
大
使
と
し
て

派
遣
さ
れ
た
。
乙
の
へ
リ
オ
ド
l
ロ
ス
は
、
パ

l
ガ
ヴ
ァ
タ
派
の
信
者
で
あ
り
、

t
a
－Z
（
現
在
の
げ

2
5岡
田
る
に
、
ヴ
ァ

l
ス
デ
l

ヴ
ァ
神
（
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
）
の
た
め
の
記
念
柱
を
建
て
た
。
乙
の
柱
は
そ
の
頭
部
に
は
官

2
合
鳥
を
い
た
だ
き
、
ま
た
そ
と
に
は
、
ず

イ
ン

二
七



二
八

ア
ー
ス
デ
l
ヴ
ァ
神
を
「
諸
神
中
の
最
高
神

2
2邑
2
6
」
と
し
、
不
死
の
三
原
則
公
H
E
Z
B
C
S
H福
島
宮
口
｜
自
制
倉
昌
同
と
捨
離

qgmw
と
勤
勉

8
B
B釧
仏
国
｜
｜
が
大
切
で
あ
る
乙
と
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。

n
L
 

シ
ュ
ン
ガ
王
朝
第
九
代
の
王

σ伊
凶
阿
曽
（
或
は
げ
冨
岡
田
S
H
S
の
治
世
の
第
十
二
年
に
、
一
人
の
パ

l
ガ
ヴ
ァ
タ
派
の
信
者

へ問

o
g自
同
の
息
子
）
は
、
常
K
4－
a
E
に
在
っ
て
、
ヴ
ァ

1
ス
デ
l
ヴ
ァ
の
大
神
殿
の
近
く
に
、
第
二
の
岡
田

E
合
柱
を
建
て
た
。

凶
右
よ
り
少
し
後
に
、
四
富
田
ロ
ロ
告
ハ
司
帥
｝
目

vggm
地
方
の
口
広
件
。
叫
岡
田
岳
地
区
）
に
お
い
て
、
供
養
石
板
の
囲
い
壁
な
旦
忠
皆
l

〔
二
三
V

HVHMFrh一
町
田
〉
が
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
乙
に
も
曲
目
H
g
w
n
R包
信
仰
及
び

4
帥回ロ一色
04MF
の
た
め
、
と
い
う
乙
と
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。

マ
ト
ゥ
ラ
l
の
大
総
督
な
注
目
巴

E
昔
話
｜
｜
恐
ら
く
は
サ
カ
族
の
王
自
民
自
白

(4) 

へ
紀
元
前
一

O
年

l
l紀
元
後
五
年
）
と
同

聖
な
る
え
明
弘
族

時
代
人
｜
｜
の
治
下
に
あ
っ
て
、

g
O吋
凶
（
マ
ト
ゥ
ラ
l
郊
外
）
に
お
い
て
石
板
神
殿
（
怠
皆
含

g
R
F
S
の
中
に
、

の
五
英
雄
の
像

3
v呂
田

g
g
ヨユ
S
S阻
召
宮
凶

S
4可
制
伺
勧
告
官
三
宮
島
）
が
建
て
ら
れ
た
。
乙
の
ず
ィ
ジ
ュ
ヌ
の
五
英
雄
と
は
、
明

円
二
四
u

ら
か
に

σ回］包
0
4
P
ω
W
E
B－

s
g
v説
明
日
・
包
B

S
－
4日仏国
S
F
u
k関
係
が
あ
る
、
と
ラ
モ
ッ
ト
は
い
う
。

間
右
と
同
じ
時
代
に
同
一
地
方
に
お
い
て
、
ヴ
ァ

l
ス
デ
1
ヴ
ァ
神
の
大
神
殿
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
中
に
、
話
回
ロ
と
い
う
ひ
と
に

よ
っ
て
塔
門
公
O
B
S
ν

と
欄
楯
守
色
野
釧
）
が
作
ら
れ
た
。
と
れ
は
、
と
れ
ら
を
奉
献
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
ず
ァ

l
ス
デ
l
ヴ
ァ
神
が

円
二
五
》

憐
み
を
い
だ
き
、
大
総
督
吉
宮
留
に
恵
み
を
示
さ
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
、
で
あ
る
。

附

北

部

g
島
町

B
H
S
地
方
の
ロ
削
ロ
仰

mg刊
に
あ
る
大
窟
院
に
は
碑
文
が
残
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
、
王
妃
ロ
身
吉
野
釧
｜
｜
デ

カ
ン
王
宮

S
E
S－
－
世
（
凡
そ
紀
元
前
二
七
年

l
一
七
年
）
の
妃
ー
ー
が
、
山
口

asと
g
z
g
と
い
う
ヴ
ェ
ー
ダ
の
神
と
並
ん
で
、

円ニムハ
u

m
間
同
県
民
咽
呂
田
と
品
田
口
含
話
と
を
挙
げ
て
、
祈
願
し
て
い
る
。

さ
て
、
上
述
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ヌ
派
の
信
者
た
ち
、
ま
た
時
代
を
等
し
く
し
ヴ
ィ
ジ
ュ
ヌ
信
仰
に
言
及
し
て
い
る
文
典
家
パ
タ
ン
ジ
ャ
リ
は

ず
ィ
ジ
ュ
ヌ
派
で
説
く
徳
目
に
通
じ
て
い
た
、
と
み
る
乙
と
が
で
き
る
。
ヘ
リ
オ
ド
l
ロ
ス
の
建
て
た
岡
田

E
合
柱
に
は
、
自
制

E
S曲

と
捨
離
弓
削
官
と
勤
勉
畠

S
S包
仰
の
三
徳
目
が
し
る
さ
れ
て
い
る
乙
と
は
既
に
述
べ
た
。
乙
の
三
徳
目
の
重
要
性
は
マ
ハ

l
パ
1
ラ



タ
の
中
で
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、

「
自
制
（
皆
目
印
）
と
捨
離
公
司
白
岡
田
）
と
勤
勉
へ
3
3
5注
目
）
。
不
死
（
回
5
3
6
は
、
こ
れ
ら
の
中
に
包
ま
れ
て
い
る
。
賢
明
な
る

〈ニ七）

バ
ラ
モ
ン
た
ち
は
、
こ
れ
ら
を
真
実
へ
の
門
会
巳
苫
呂
ロ
｝
島
田
）
と
い
う
。
」
（
五
、
四
三
、
一
四
）

こ
れ
ら
の
徳
目
は
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
世
界
に
行
く
た
め
の
駿
馬
に
も
警
え
ら
れ
る
。

「
勇
気
（
4
停

BBMH）
も
、
財
産
官
三
宮
田
）
も
、
友
人
（
百
円
昨
日
）
も
、
善
人
（
田
口
耳
口
自
由
）
も
、
堅
固
に
制
御
さ
れ
た
自
己

（
帥
百
戸
田
ロ
）
の
よ
う
に
は
、
苦
か
ら
解
放
す
る
こ
と
は
な
い
。
」

七

一八）

「
そ
れ
故
に
、
徳
行
（
含
ぽ
）
を
守
っ
て
か
ら
、

同
情
（
包
包
門
店
）
に
赴
く
べ
し
。

パ
ラ
タ
族
の
ひ
と
（
昏
叫

S
B注
目
玉
）
よ
。
自

制
（
宕
自
由
）
と
捨
離

2
3
m回
）
と
勤
勉
（
畠
S
B脚
色
白
）
と
の
、

こ
れ
ら
三
つ
は
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
へ
の
駿
馬
で
あ
る
。
」
（
同
上
二
九
）

「
徳
行
に
綱
で
結
び
つ
け
ら
れ
た
車
｜
｜
心
の

l
ー
に
乗
っ
た
ひ
と
は
、

（
向
上
、
二

O
）

死
の
恐
怖
を
捨
て
て
、

ブ
ラ
フ
マ
ン
の
世
界
に
行
く
。
王

ょ
。
」

回
げ
呂
田
4
包
四
叫
片
側
（
EL1ω
）
に
も
多
数
の
徳
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
自
制
皆
自
由
と
捨
離
司
副
四
回
は
そ
の
中
に
も
含
ま
れ
て
い
る
。

法華経とプラーナ

以
上
に
よ
っ
て
紀
元
前
二
世
紀
に
は
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派
の
道
徳
的
教
説
が
広
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
と
と
が
で
き
る

更
に
ラ
モ
ッ
ト
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
紀
元
前
二
世
紀
の
パ

l
ガ
ヴ
ァ
タ
派
の
ひ
と
び
と
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の
四
現
相
（
弓
見
出
）
説
を

知
ら
な
い
乙
と
は
な
い
よ
う
だ
。
と
い
う
の
は
、
マ
ハ

l
パ
l
ラ
タ
第
十
二
巻
で
は
、
四
現
相
説
の
素
材
と
も
い
う
べ
き
思
想
が
散
説
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
先
ず
ヴ
ァ

l
ス
デ
l
ヴ
ァ
か
ら
サ
ン
カ
ル
シ
ャ
ナ
以
下
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
う
。

「
私
は
独
り
で
知
へ
え
身
阻
）
を
伴
っ
て
、

を
知
に
よ
っ
て
こ
こ
に
作
り
出
す
。
」

へ
世
界
を
）
放
散
さ
せ
る
。

（
一
二
、
三
二
六
、
六
七
）

ユ
デ
ィ
シ
ュ
テ
ィ
ラ
王
よ
。
そ
れ
か
ら
更
に
、
私
は
全
世
界

「
わ
れ
ら
の
、
第
四
番
目
の
形
（
宮
口
ユ
。

（
H
J
b
m
ロ
白

2
白
）
は
、
不
変
の
シ
ェ

l
シ
ャ
（
常
明
白
）
を
放
出
し
た
。
か
れ
（
リ
シ
ェ

l

シ
ャ
）
は
、

サ
ン
カ
ル
シ
ャ
ナ
と
呼
ば
れ
る
。
か
れ
（
サ
ン
カ
ル
シ
ャ
ナ
）
は
、
プ
ラ
デ
ュ
ム
ナ
を
生
ん
だ
。
」

（
向
上
、
六
八
）

九



。

「
プ
ラ
デ
ュ
ム
ナ
か
ら
私
ア
ニ
ル
ッ
ダ
が
（
生
じ
た
）
。

る
。
ア
ニ
ル
ザ
ダ
か
ら
同
様
に
プ
ラ
フ
マ
ン
が
（
生
じ
た
）
。

（
向
上
、
六
九
）

私
の
創
出
合
同
叫
何
回
）
は
繰
り
返
え
し
繰
り
返
え
し
〈
行
わ
れ
る
の
）
で
あ

（
プ
ラ
フ
マ
ン
は
〉
そ
乙
（
ア
ニ
ル
ッ
ダ
）
に
お
け
る
第
一
の
蓮
華
よ

り
生
じ
た
。
」

「
プ
ラ
フ
マ
ン
か
ら
、

一
切
の
存
在
物
｜
｜
動
く
も
の
及
び
不
動
の
も
の
ー
ー
が
ハ
生
じ
た
）
。

会一

ov

ハ
向
上
、
七

O
〉

劫
（
E
q
m）

の
始
め
に
お
い
て
繰

り
返
え
さ
れ
る
、
か
か
る
創
出
〈
由

g
g
を
汝
は
知
れ
。
」

ζ
ζ

で
は
、
ヴ
ァ

l
ス
デ
l
ヴ
ア
｜
↓
サ
ン
カ
ル
ジ
ャ
ナ
｜
↓
プ
ラ
デ
ュ
ム
ナ
｜
＋
ア
ニ
ル
ッ
ダ
｜
↓
プ
ラ
フ
マ
ン
、
と
い
う
創
出
の
順

序
が
語
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

同
じ
く
第
十
二
巻
の
別
の
箇
所
で
は
、
ハ
リ
神
が
、
時
に
一
現
相
（
島
ヤ
ミ
回
目
戸
田
）
を
、
時
に
二
現
相

2
4ャ
ミ
忠
岡
田
）
を
、
時
に
三

現
相
会
ユ

1
4巳
邑
を
、
ま
た
時
に
四
現
相
（

S
昨日
1
4同
町
田
）
を
、
と
る
乙
と
を
説
い
て
い
る
。

「
ま
た
か
か
る
（
古
来
の
）
法
の
知
｜
｜
行
為
と
よ
く
結
合
し
、
不
殺
生
の
法
を
伴
っ
た
（
知
）
ー
ー
に
よ
っ
て
自
在
な
る
ハ
リ
神
は

ご
二
、
三
三
六
、
五
二
）

喜
ぶ
。
」

「
（
ハ
リ
神
は
）

一
現
相
に
分
類
さ
れ
る
と
と
あ
り
、
或
る
時
に
は
二
現
相
の
名
前
で
よ
ば
れ
る
と
と
あ
り
、
ま
た
三
現
相
と
し
て
数

（
同
上
、
五
三
）
》

え
上
げ
ら
れ
る
と
と
あ
り
、
ま
た
四
現
相
が
認
め
ら
れ
る
と
と
が
あ
る
。
」

ま
た
同
じ
く
第
十
二
巻
の
他
の
箇
所
で
は
、

よ
う
に
い
う
。

サ
ン
カ
ル
ジ
ャ
ナ
以
下
が
占
め
る
役
割
｜
｜
宇
宙
の
規
模
に
お
け
る
l
l
Bを
述
べ
て
次
の

「
か
の
唯
一
の
プ
ル
シ
ャ
、
即
ち
永
遠
の
ヴ
ァ

l
ス
デ
1
グ
ァ
、
以
外
に
は
、
世
界
に
は
常
住
な
存
在
｜
｜
不
動
の
も
の
、
動
く
も
の

を
含
め
て
｜
｜
は
存
し
な
い
。
偉
大
な
力
を
有
す
る
グ
ァ

l
ス
デ
l
グ
ァ
は
全
存
在
の
本
体
と
な
っ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
」

（
一
二
、
三
ニ
ム
ハ
、
三
一
）

「地

Q
2
E
4
0
、
風
雪
身
ロ
）
、

虚
空

2
5
E）
、
水
（

S
）
、
及
び
第
五
番
目
の
火
（
｝
吋
0
2目
）
。
乙
れ
ら
が
集
合
し
た
も
の



が
、
偉
大
者
の
八
身
体

S
Z
B
Vと
名
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
」
ハ
向
上
、
三
一
一
）

「
ハ
上
記
五
種
の
）
要
素
の
集
合

2
5
2
1
g召
問

E
S）
な
し
に
は
、
身
体
は
全
く
成
り
立
た
な
い
。
ま
た
霊
魂

C
2
6
な
し
に
は
、

バ
ラ
モ
ン
よ
、
諸
要
素
が
推
進
力
と
な
る
乙
と
は
な
い
。
」

へ
同
上
、
三
四
）

「
そ
の
霊
魂

3
2
6
は
、
ジ
ェ

l
ジ
ャ
（

g
g〉
、
或
は
サ
ン
カ
ル
ジ
ャ
ナ
と
よ
ば
れ
る
主
〈
望
号
V
ロ
）
な
の
で
あ
る
。
そ
の
霊
魂

は
、
従
っ
て
、
そ
れ
自
体
の
行
為
に
よ
っ
て
は
、

サ
ナ
ト
ゥ
ク
マ

l
ラ
（
国
吉
田
H

－gB
m
B〉
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
」

（
同
上
、
三

五）「
ま
た
宇
宙
破
滅
の
時
に
、
全
存
在
が
還
滅
す
る
と
乙
ろ
、
そ
れ
は
全
存
在
の
意
（

g
g
g）
で
あ
り
、
プ
ラ
デ
ュ
ム
ナ
と
広
く
い
わ

れ
て
い
る
。
」

（
向
上
、
三
六
）

一
切
世
界
が
生
ず
る
、
元
の
も
の
が
、
そ
の
意
か
ら
生
れ
る
。

も
の
は
〉
行
為
者
、
結
果
、
原
因
で
あ
る
。
そ
の
意
か
ら
生
れ
た
も
の
が
ア
ニ
ル
ッ
ダ
で
あ
る
。
か
れ
は
支
配
者
で
あ
り
、
全
て
の
行

「
そ
れ
か
ら
、
不
動
の
も
の
、
動
く
も
の
を
含
む
、

ハ
そ
こ
に
生
れ
た

為
に
お
い
て
顕
現
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
」

（
向
上
、
三
七
）

法華経とプラーナ

「
知
田
〈

Z
E
E－
3
S
で
あ
り
、
グ
ナ
ハ
関
口
宮
）
よ
り
成
ら
な
い
、
尊
者
グ
ァ

l
ス
デ
l
グ
ァ
、
か
れ
乙
そ
は
、
霊
魂

0
2
6
で

あ
り
、
尊
者
サ
ン
カ
ル
シ
ャ
ナ
と
い
う
主

Q
s
t
vロ
）
で
あ
る
、
と
知
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
」
（
向
上
、
三
八
〉

「
ま
た
サ
ン
カ
ル
シ
ャ
ナ
か
ら
、
意
（
自
吉
田
帥
）
と
な
る
も
の
が
生
ず
る
。
か
れ
は
プ
ラ
デ
ュ
ム
ナ
と
い
わ
れ
る
。
プ
ラ
デ
ュ
ム
ナ
か

ら
生
じ
た
ア
ニ
ル
ッ
ダ
、
か
れ
は
我
慢
（
岳
民
包
対
一
町
田
）
な
る
大
自
在
者
で
あ
る
。
」
（
向
上
、
三
九
）

「
私
か
ら
、
不
動
の
も
の
、
動
く
も
の
、
不
滅
の
も
の
（
島

g
S）
、
滅
す
る
も
の
、
存
在
す
る
も
の
、
非
存
在
の
も
の
、
を
含
む
全

世
界
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
ナ
1
ラ
ダ
よ
。
」
（
向
上
、
四
込
ニ
》

乙
乙
で
述
べ
て
い
る
と
と
は
次
の
却
く
で
あ
る
。
ヴ
ァ

l
ス
デ
l
ヴ
ァ
は
全
存
在
の
本
体
で
あ
り
、
知
田
（

E
O昨
日
｝
皆
）
で
あ
り
、
グ

ナ
（
伺
ロ
宮
〉
所
成
で
は
な
い
。
そ
の
身
体
（
跡
目
門
司
胆
）
は
、
地
・
風
・
虚
空
・
水
・
火
の
要
素
の
集
合
よ
り
成
る
。
身
体
が
推
進
力
と
な



る
た
め
に
は
、
そ
の
身
体
に
霊
魂

0
2白
）
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
会
存
在
に
は
意
（

B
E
B）
が
存
在
す
る
。

そ
の
意
か
ら
我
慢

あ（

~rl 三 j:1)1

と乙

カ宝
生
ず
る

こ
こ
で
い
う
霊
魂
は
サ
ン
カ
ル
シ
ャ
ナ
で
あ
り
、

意
は
プ
ラ
デ
ュ
ム
ナ
で
あ
り
、
我
慢
は
ア
ニ
ル
ッ
ダ
で

以
上
マ
ハ

l
パ
l
ラ
タ
第
十
二
巻
に
散
説
さ
れ
て
い
る
、
四
現
相
説
に
関
係
あ
る
箇
所
を
訳
出
し
て
示
し
た
。
こ
乙
で
は
、
ヴ
ァ

l
ス

デ
l
ヴ
ァ
か
ら
始
ま
る
創
出
〈
回
目
吋
岡
田
）
の
煩
序
が
先
ず
語
ら
れ
、

そ
の
中
第
二
の
サ
ン
カ
ル
シ
ャ
ナ
は
霊
魂

c
z
s
で
あ
り
、
第
三
の

プ
ラ
デ
ュ
ム
ナ
は
意
（
呂
田
ロ
目
的
）
で
あ
り
、
第
四
の
ア
ニ
ル
ッ
ダ
は
我
慢
（
笹
田
召
］
弘
何
回
）

で
あ
る
、

と
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
現
相

守
山
『
刊
誌
回
目
）
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
上
述
の
通
り
で
あ
る
。

（
三
四
》

と
こ
ろ
で
サ
ン
カ
ル
シ
ャ
ナ
以
下
は
、
本
来
は
英
雄
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
一
族
の
名
前
に
外
な
ら
な
い
。
英
雄
ク
リ
シ
ュ
ナ
が
ず
ァ
l
ス
デ

l
ヴ
ァ
と
同
一
視
せ
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
サ
ン
カ
ル
シ
ャ
ナ
以
下
も
ま
た
、
宇
宙
創
造
の
経
過
の
中
に
位
置
ず
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ

う
い
う
過
程
を
経
て
、
現
相
（
ミ
同
町
田
）

ま
と
ま
っ
た
形
で
説
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

説
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
マ
ハ

1
パ
l
ラ
タ
で
は
、
四
現
相
説
が

そ
の
素
材
と
も
な
る
べ
き
考
え
が
、
上
述
の
如
く
ほ
ぼ
出
揃
っ
て
い
る
と
み
る
乙

と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
ラ
モ
ッ
ト
は
、
紀
元
前
二
世
紀
の
パ

l
ガ
ヴ
ァ
タ
派
で
四
現
相
説
が
知
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ

ぅ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
乙
の
推
測
は
我
々
を
首
肯
せ
し
め
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
い
で
ラ
モ
ッ
ト
は
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
信
仰
の
特
色
を
挙
げ
て
大
要
次
の
如
く
い
う
。
上
記
の
よ
う
な
、
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
一
族
で
あ
る
諸

英
雄
は
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ヌ
神
と
同
一
視
せ
ら
れ
、
先
ず
そ
の
部
族
の
ひ
と
び
と
か
ら
、
次
い
で
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派
の
信
者
た
ち
か
ら
、
そ
の
愛

着
の
対
象
と
さ
れ
る
。
こ
の
愛
着
は
や
が
て
全
き
献
身
守
宮

E
C
へ
と
発
展
す
る
。
パ

1
ガ
ヴ
ァ
タ
信
仰
の
達
人
は
、
専
念
し
て
、
自

己
自
身
の
中
に
神
的
存
在
を
発
見
す
る
た
め
に
、
外
界
か
ら
遠
ざ
か
る
。
神
と
魂
と
の
一
致
、
全
存
在
の
中
に
自
己
を
見
出
す
、
ま
た
自

己
の
中
に
全
存
在
を
見
出
す
、
と
い
う
仕
方
で
努
力
を
す
る
。
そ
の
場
合
、
吉
岡
山
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
手
段
で
あ
る
が
、
し
か
し
三
官



は
そ
の
恩
恵
（
官
自
呂
田
）

が

唯

一

の

救

済

手

段

で

あ

る

の

で

は

な

い

。

神

、

い

ま

の

場

合

ヴ

ィ

シ

ュ

ヌ

神

、

に

よ

っ

て

信

者

を

助

け

る
。
神
は
絶
え
ず
世
界
の
た
め
に
働
き
、
危
険
が
切
迫
し
た
時
に
は
、
動
物
・
人
間
・
英
雄
・
神
に
化
身
し
て
ひ
と
び
と
を
助
け
る
。
そ

の
化
身
〈
雪
国
3
3）
は
、
数
は
決
定
で
き
な
い
が
、
主
要
な
も
の
と
し
て
は
十
種
が
挙
げ
ら
れ
る
。

l
生
れ
の
、
ヤ
l
ダ
グ
ァ

QMHa雪
印
）
族
の
ク
リ
シ
ュ
ナ
も
含
ま
れ
て
い
る
と
。

そ
の
十
種
の
中
に
は
、

マ
ト
ゥ
ラ

以
上
ラ
モ
ッ
ト
の
叙
述
に
従
っ
て
ジ
ュ
ン
ガ
王
朝
の
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
信
仰
の
状
況
を
述
べ
た
。
確
か
に
そ
の
時
代
に
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
信
仰
が

か
な
り
隆
盛
で
あ
り
、
神
殿
も
建
て
ら
れ
、
有
力
な
信
者
も
あ
り
、
道
徳
説
、
教
理
が
整
え
ら
れ
て
き
て
い
る
乙
と
は
、
既
に
述
べ
た
と

こ
ろ
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
て
以
上
の
よ
う
な
ず
ィ
シ
ュ
ヌ
信
仰
に
対
し
て
仏
教
は
ど
う
い
う
態
度
を
と
っ
た
か
。
乙
の
点
に
関
し
て
ラ
モ
ッ
ト
は
、
大
別
し
て

次
の
二
点
を
指
摘
す
る
。

A
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ヌ
信
仰
の
よ
う
な
有
神
論
は
無
益
で
あ
り
、
む
し
ろ
危
険
で
あ
る
、
と
す
る
態
度
で
あ
る
。
仏
教
は
無
我
説
で
あ
る
か
ら

乙
の
点
か
ら
、
有
神
論
を
破
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
乙
と
も
後
に
は
行
わ
れ
る
。

B
、
理
論
的
な
面
で
は
、
上
記
の
よ
う
に
、
仏
教
と
ヴ
ィ
ジ
ュ
ヌ
信
仰
と
は
相
対
立
す
る
の
で
あ
る
が
、
に
も
拘
わ
ら
ず
、
両
者
の
聞
に

は
よ
き
隣
人
の
関
係
が
存
す
る
。
両
宗
教
の
聞
に
は
多
数
の
共
通
点
が
あ
る
。

A
は
小
稿
の
目
的
に
い
ま
直
ち
に
は
関
係
が
な
い
の
で
、

右
の
中
、

円
三
五
》

乙
乙
で
は
省
略
す
る
。
次
に
B
に
関
し
て
ラ
モ
ッ
ト
の
挙
げ
る
例
は

法華経とプラーナ

次
の
如
く
で
あ
る
。

先
ず
善
吉
田
仰
が
両
宗
教
に
お
い
て
共
に
重
視
さ
れ
て
い
る
。

次
lと
ヴ
イ

ジ
.:,. 

ヌ
信
仰
の
方
で

つ
例 雪
ぇ~
ぱ母I

前， m

のの
経教
典理
lζlヰ
萱刃

長； 1ム
り執
h の
孟方
がの
如旭
き去
も脅
の仏
情の

£観
る窓
。の
！？＇中
客 l三
~ 

宮そ
告の
S複

WI 
旨合星
時子
で乙
はと
過が
去で

き
る
。
乙
の
過
去
諸
仏
の
観
念
と
は
、



四

七
仏
に
つ
い
て
い
う
。

過
去
九
十
一
劫
（

E
S
S
の
時
に
毘
婆
戸
（
三
宮
回
目
。
尊
者
が
世
に
出
現
し
た
。
過
去
三
十
一
劫
の
時
に
戸
棄
な
際
医
）
尊
者
が
世

に
出
現
し
た
。
そ
の
同
じ
第
三
十
一
劫
の
時
に
毘
舎
婆
（

4
2
8
5ら
尊
者
が
世
に
出
現
し
た
。
と
の
現
在
の
賢
劫
（

σ
E
Q
E
l
E
3
6

に
お
い
て
拘
棲
孫
（

E
W
5
g【
呂
田
）
尊
者
が
世
に
出
現
し
た
。
こ
の
同
じ
賢
劫
に
お
い
て
拘
那
合
（
宮
口
問
岡
田
沼
吉
田
）
尊
者
が
世
に
出
現

し
た
。
こ
の
同
じ
賢
劫
に
お
い
て
迦
葉
（
宮
目
的
与
白
）
尊
者
が
世
に
出
現
し
た
。
私
が
い
ま
世
に
生
れ
て
等
正
覚
を
成
じ
た
の
も
、
正
し

く
同
じ
賢
劫
に
お
い
て
で
あ
る
と
。

次
い
で
と
れ
ら
七
尊
者
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
種
姓

C
m
w
F
g
n
E
H
g
w）
、
姓
〈
問
0
2
p
向田
B
若
）
、
そ
の
時
代
の
人
寿
、
そ
の
下
で

円
三
七
｝

覚
り
を
聞
い
た
樹
木
の
名
前
、
各
尊
者
の
二
大
弟
子
の
名
前
、
父
母
の
名
、
誕
生
地
等
が
述
べ
ら
れ
る
。

右
は
こ
の

ω三
窓
口
S
の
最
初
の
部
分
で
あ
る
が
、
乙
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
過
去
仏
は
回
冨
吾
己
と
印
呂
日
の
古
い
彫
刻
に
も
一
示

さ
れ
て
い
る
。

ラ
モ
ッ
ト
は
更
に
続
い
て
い
う
。
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
信
仰
の
聖
地
マ
ト
ゥ
ラ
ー
に
は
大
衆
部
（
B
笹
山
田
訓
告
間
野
田
）
が
紀
元
前
に
存
在
し
た
こ

円

三

九

）

円

四

O
V

と
は
富
田
吾
ロ
片
側
ピ

8
9
1
E
の
銘
文
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ζ

の
大
衆
部
の
中
の
有
力
な
一
派
、
説
出
世
部

Q
o
w
己
S
吋回
1

4
注
目
ロ
）
が
、
仏
陀
の
超
越
性
を
強
調
し
た
乙
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

窓口

5
2
5
或
は
告
自
民
地
方
に
お
い
て
、
パ

l
ガ
ヴ
ァ

タ
派
の
信
者
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
好
み
の
神
格
に
対
し
て
献
身
的
信
仰
を
捧
げ
て
い
た
。
説
出
世
部
の
主
張
が
こ
の
よ
う
な
信
仰
の
風
土
に

よ
っ
て
少
く
と
も
促
進
せ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
ヴ
ィ
ジ
ュ
ヌ
派
の
教
理
の
影
響
を
無
視
す
る
乙
と
は
で
き
な
い
と
。

引
き
続
い
て
ラ
モ
ッ
ト
は
、
イ
ン
ド
の
有
神
論
が
大
乗
仏
教
徒
の
上
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。

法
華
経
で
は
、
仏
陀
は
全
て
の
有
情
に
対
し
て
公
平
無
私
に
同
一
の
配
慮
を
表
わ
す
が
、
か
か
る
仏
陀
は
、
パ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
l
タ

円
四
－
〉

l

（
九
、
二
九
）
に
示
さ
れ
て
い
る
ナ
1
ラ
l
ヤ
ナ
（
口
問
片
山
吉
宮
）
の
兄
弟
で
あ
る
。
ま
た
法
華
経
で
は
、
仏
陀
の
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な

円
四
二
》

現
わ
れ
を
、
非
常
に
し
ば
し
ば
ミ
己
記
と
い
う
語
で
よ
ん
で
い
る
。
乙
れ
は
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
信
仰
と
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
の
徴
候



円四＝－
v

で
あ
る
と
。

以
上
が
、
法
華
経
と
ヴ
ィ
ジ
ュ
ヌ
信
仰
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ラ
モ
ッ
ト
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
、
お
わ
り
に

以
上
両
先
学
の
見
解
に
つ
い
て
述
べ
た
。

乙
の
中
ラ
モ
ッ
ト
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
は
い
ま
の
場
合
重
要
で
あ
る
。
紀
元
前
后
に
は
マ
ト

ゥ
ラ
ー
を
中
心
と
し
た
か
な
り
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
か
れ
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
わ

れ
わ
れ
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
華
経
も
、
少
く
と
も
そ
の
第
九
品
ま
で
は
、

ほ
ぼ
同
時
代
の
成
立
と
見
な
さ
れ
て
い
る
と
と
は
既
に

述
べ
た
。
ま
た
筆
者
の
依
用
す
る
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
・
プ
ラ
1
ナ
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
教
徒
に
と
っ
て
の
聖
典
で
あ
り
、
初
期
の
プ
ラ
l
ナ
文
献
の

円
四
回
》

一
つ
と
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
初
期
の
プ
ラ
l
ナ
は
、
紀
元
一
世
紀
に
は
存
在
し
た
に
ち
が
い
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。
法

華
経
と
プ
ラ
l
ナ
｜
｜
特
に
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
・
プ
ラ
1
ナ
ー
ー
と
の
聞
に
は
、
共
通
の
信
何
の
土
壌
、
共
通
の
宗
教
的
風
土
を
予
想
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
法
華
経
と
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
・
プ
ラ
l
ナ
と
の
閣
の
共
通
点
、
類
似
点
を
探
ね
る
場
合
、
大
切
な
視
点
を

与
え
て
く
れ
る
。

法華経とプラーナ

主

（
一
）
宮
・

4
5
E
o
s
－H

N

”
の
冊
目
岳
山
口
冨
巾
骨
ユ
ロ
門
同
町
田
口
町
。
ロ
ピ
芯

E
E円・回仏－
M－M
a
i
m－

乙
の
箇
所
は
、
金
倉
博
士
に
よ
っ
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

金
倉
園
照
博
士
「
イ
ン
ド
文
化
と
法
華
経
の
交
渉
（
序
説
）
」
（
『
法
華
経
の
思
想
と
文
化
』
所
収
）
一
一
一
一
頁
以
下
参
照
。

（
二
）
横
超
慧
日
博
士
『
法
華
経
序
説
』
（
法
蔵
館
）
七
二
一
良
以
下
。
田
村
芳
朗
博
士
『
法
華
経
』
（
中
公
新
書
）
四
三
頁
以
下
。

（
三
）
〈
530口問
u
c
S
H
X
Y
当日
H
F
F四

8
5
g
g
g
q
o同
P
H
A
a百
円
曲
目
〈
帥
自
由
・
。
担
】
口
H
H
2
P
H
∞∞
M
・

（
英
訳
）
出
・
出
・
当
己
凹
O
ロw
叶
百
〈
山
田
町
吉
田
UCB宮・

ω
E
E
M
t
g－。世］
g
江
田
・
包
含
・

（
四
）
金
倉
博
士
、
上
掲
論
文
、
に
は
ピ
ュ
ル
ヌ
フ
、
ケ
ル
ン
両
碩
学
の
見
解
が
詳
細
に
、
旦
批
判
を
加
え
な
が
ら
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

五



-'--ノ、

（
五
）
吉
田
龍
英
氏
『
法
華
経
研
究
』
青
梧
堂
、
昭
和
十
六
年
。
本
書
は
、
中
村
瑞
隆
博
士
の
御
好
意
に
よ
っ
て
、
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
記
し
て
謝
意

を
表
す
る
。

（
六
）
吉
岡
氏
は
、
乙
の
外
、
ケ
ル
ン
の
指
摘
（
法
華
経
と
田
岡
田
何
回
〈
白
色
E
M
U
S
と
の
類
似
）
を
紹
介
し
て
い
る
（
企
筈
一
九
四
頁
以
下
）
が
、
乙
れ
は

金
倉
博
士
が
よ
り
正
確
に
紹
介
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
注
（
一
）
に
示
し
た
論
文
を
み
よ
。

（
七
）
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
テ
キ
ス
ト
は
ケ
ル
ン
・
南
傑
本
に
よ
る
。

（
八
）
酔

E
g
・m
g山口回目司〈白色
O
包

i
E
S同
l℃
帥
宮

l
s
e

－M℃S
E
B可
阻
丘
、
（
∞

L
N
口
I
E

句

E
l
a
g
B
E
E
l白
〈
与
Z
H
Z冊
目
ロ
曾
白
｝
判
官
守
口
o
t
4同日間
u
E】
自
己
＼

g
E
E
H冒
g門

凶

lmg帥匂ロ
o
t
b
E
H
4帥
l
a
g－

B
ロ
E
E江
田
自
由
、
（
∞
－

M∞）

町
三
回

ld℃回〈帥回目
σ
胃
帥
匂
ロ
o
Z
H白色
l富
山
、
白
酢
日
〈
田
恒
印
l白ロ
gBMM＼

苫内同
I担
問

D
5
2
3
2
E
H叩
〈
由
吋
明
白
ロ
白
l帥勺ロ
O
S
〈
包
喜
色
白
呂
、
、
（
∞
い
由
口

l円ア
ω口
問

lσ
）

（九）

Z
－
z・0FC目
y
u
E
－u
ーロ宅一回目出吋同

PHD何
回
宮
門
田
刊
2
5
仲
町
四
回
口
仏
門
医
百

Haア
切
・

0
・
「
回
毛
〈
o－ロ
S
F
？
の
胆
］
口
CHg－
H
E日・

右
の
論
文
で
は
、
こ
の
問
題
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
出
・
河
由
吉
町
同
ロ
色
町
ロ
ユ
も
、
仏
教
の
迫
害
と
い
う
停
説
に
は
反
対
し
て
い

る
。
金
倉
博
士
『
印
度
中
世
精
神
史
中
』
五
頁
、
註
（
三
）
を
参
照
。

（一

O
）
ラ
モ
ッ
ト
の
挙
げ
る
資
料
は
、
山
大
毘
婆
裟
論
百
二
十
五
、
間

uzuお
1

回
〈
包
帥
ロ
回
、
問
舎
利
弗
関
経
、
凶
玄
白
E
aコ
自
己
目
｝
内
田
］
宮
、
問
タ
l

ラ
ナ
l
タ
仏
教
史
、
か
ら
の
関
係
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
中
、
山
凶
聞
は
、
山
田
龍
城
博
士
に
よ
っ
て
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
『
大
乗
偽
教
成

立
論
序
説
』
五
三
三
頁
以
下
。

（
一
一
）
同
町
吉
町
四
・
同
u
・8
H
・、．

（
一
二
）
パ

l
ガ
ヴ
ァ
タ
派
に
つ
い
て
は
、
辻
直
四
郎
博
士
『
パ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
l
タ
l
』
（
イ
ン
ド
古
典
叢
蓄
、
講
談
社
）

よ。

（
二
ニ
）
シ
ュ
ン
ガ
王
朝
興
起
は
紀
元
前
二
世
紀
前
半
。
金
倉
博
士
、
上
掲
書
（
注
九
参
照
）
一
頁
を
み
よ
。

（
一
四
）
辻
博
士
、
上
掲
書
（
注
一
二
参
照
）
コ
二
九
頁
を
み
よ
。

（
一
五
）
強
力
な
る
ラ
l
て
の
意
。
か
れ
は
時
に
ず
イ
シ
ュ
ヌ
の
第
八
の
化
身
と
せ
ら
れ
る
。

（
一
六
）
回
目
的
H
O
可
m－円）・

8
N・

（
一
七
）
曲
目
広
三
口
可
0

．
ロ
ロ
凹
回
目
帥
詰
匂
同
国
y
y
d
v即
日
＼

一
三
五
頁
以
下
を
参
看
せ



法華経とプラーナ

目白ヨ

E
門田

g包〈中出〕『田
J
U
『田宮］由同判
M
W判明。回
mu可回
4
白
丘
町
田
仲
間
百
ム
丘
、
（
国
内
凶
N

－M
－
忠
一
白
色

F
O
E－
凹
包
ま

op
－－℃－

b
由・）

「
剣
を
持
っ
て
、
か
れ
は
パ

l
ン
ダ
ヴ
ァ
を
追
跡
し
た
。

日
目
召
六
回
円
宮
沼
田
を
伴
え
る
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
力
が
増
大
し
て
よ
か
し
。
」

こ
れ
ら
の
偶
の
出
所
不
明
。

同・〉－
H
Y
M
N
O
O
門出

u
R
m
g－
〈
可
削
W
W
曲
目
伺
田

l宮
丸
岡
同

σ宮
司
白
・
旬
。
。
ロ
胆
回
申
立
－
HU
・

s・同
o
o
g
o
g
ω
E－

な
お
回
同
召

W
R官
官
凶
は
時
に
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
兄
と
せ
ら
れ
る
。
H
M
巧・

8
召
｝
内
田
吋
咽
即
位
白
の
項
を
み
よ
。

（
一
八
〉
宮
口
問

E
g
g－

H

〈
l
g
g
R巴
E
F但
叩
〈
担
＼
（
包
？
？
印
山
百
叩

B
o
g－
阻
止
ま

o
p
u・円
yEω
・）

］
田
口
仰
邑
田
口
胆
は
「
ひ
と
び
と
を
刺
戟
す
る
者
、
困
惑
さ
せ
る
者
」
の
意
味
で
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
、
或
は
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
別
名
（
句
巧
－

E
E
E知口同

の
項
）
。

な
お
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
・
プ
ラ
l
ナ
に
お
い
て
は
窓
口
帥
邑
自
由
は
、
一
切
の
支
配
者
ハ
リ
神
（
〈
広
話
雪
印

B
Eユ
ザ
）
が
劫
末
（
wmwg旧ロ片山）

に
全
存
在

e
f
E
E
σ
v
g同
）
を
食
い
つ
く
す
（

σ官
房
宮
百
円
山
）
時
の
相
と
さ
れ
て
い
る
。
世
界
創
造
会
一

m
g
t）
の
時
に
は
、
ハ
リ
神
は
ブ

ラ
フ
マ
ン
と
な
り
、
創
造
さ
れ
た
世
界
を
保
護
す
る
時
に
は
、
ハ
リ
神
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
と
な
る
の
で
あ
る
。

〈
】
田
町
信
号
ロ
吋
問
。
白
・
。
？
口
一
了
匂
－
M
C
i
N
H
・当時］凹
O

ロ・

o
q
－a
H
G

句－
H
∞・

（
一
九
）
凹
国
召
r但
吋
由
回
世
田
は
時
に
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
兄
と
さ
れ
る
と
と
は
上
述
し
た
。
注
（
一
七
）
参
照
o
u日
仏
u
己
日
ロ
回
は
時
に
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
子
、
或
は

時
に
A
W

血
管
｝
内
田
吋
包
信
目
の
子
、
と
さ
れ
る
。
白
口
町
ロ
円
注
目
回
目
は
H
M

門担門守口
B
D目
の
子
と
さ
れ
る
。

な
お
マ
ハ

l
パ
l
ラ
タ
第
十
二
巻
で
は
、
乙
の

g
g｝
内
白
同
包
恒
何
回
等
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
く
。
即
ち
最
高
神
〈
旧
自
己
叩
〈
但
（
日
ヴ
ィ
シ
ュ

ヌ
）
か
ら

g召｝内田同
S
H
M
m
w

が
、
忠
告

W
R包
信
白
か
ら
℃

E
弘
司
ロ
ヨ
ロ
白
が
、
官
包
吋
d
H
H
H
出
回
よ
り
白

E
E
E
F
m戸
が
、
田
口
町
ロ
門
広
宮
田
よ
り
や
フ

ラ
フ
マ
ン
が
生
ず
る
。
坂
井
尚
夫
教
授
「
宗
教
」
（
南
方
民
俗
誌
叢
書
、
5
、
『
印
度
』
、
五

O
O頁
）
参
照
せ
よ
。

（二

O
）

S
Z
E回白
l
E口付
E
l
E宮
〈
同

V
R
H町
田
守
口
包
白
ロ
己
回
目
召
自
＆
℃
呂
田
包
叩
門
呂
田
口
白

z
t
i
B
B白
l
Z
B
4阻
ロ
帥
包
＼
（
白
色
M

・M
－忠

U

関時四］げ
O
吋
ロ
．
帥
叩
色
己
O
ロ－
H

・同u
－AH
U
印lAFω
由）

「｝内ロ

E
E
L
F」ラ
1
7
と
ケ
l
シ
ャ
ヴ
ァ
と
の
神
妙
に
お
け
る
集
会
に
お
い
て
太
鼓
と
ほ
ら
貝
と
笛
と
が
個
別
に
演
奏
さ
れ
る
。
」

右
の
語
句
の
出
血
（
不
明
。
』
・
〉
・
可
・
月
o
o
S叩
品

3
・〈日刊帥｝内田

EMMmwl沼
田
町
仰
げ
げ
問
者
同
・
（
。
。
・

a了
間
u
・8
5

つ
二
）
〈
帥
片
付
昨
日
｝
内
田
由
足
一

ω
－
Y

8・
の
箇
所
で
、
パ
タ
ン
ジ
ャ
リ
は
｝
内
田
ヨ

S
〈
白
色
げ
白
日
1
帥
口
忠
芯
】
両
国
皆
目
白
号
∞

E
g
u函
ロ
＼
冨
］
号
回
ロ
Q
Y
白5
1

間
口
曲
目
芯

σ由］－
g
g
E
E
U『
担
丘
、
＼
の
例
を
挙
げ
る
。
乙
の
例
文
は
次
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。
即
ち
、
物
語
り

s
r
S帥
ロ
白
）
を
述
べ
る
動
詞

七



｝＼ 

が
口
田
口
回
目
立
4
叩
守
口
口
を
と
る
時
は
、
そ
の
意
味
は
「
そ
れ
を
物
語
る
。
」
と
と
を
表
わ
す
。
従
っ
て
、
日
向
田
笹
田
釦
召
加
y
g
a一
目
立
＼
（
悪
王

｝
内
回
同
省
自
を
殺
害
せ
し
め
る
）
と
い
う
表
現
は
、
｝
内
問
告
白
血
4
・白色町回同
B
1凶
g叩
な
＼
（
悪
王
W
曲
召
回
目
の
殺
害
を
か
れ
は
物
語
る
）
と
い
う
こ
と
を
表

わ
す
。

σ白】山同吋戸

σ阻ロ門凶吋困阻吋由仲山‘＼（
σ担】山申

更
に

4
帥吋門巴｝内胆
H

切
（
包

ω
切
？
N
∞
）
の
箇
所
で
は
、
｝
両
国
苦
回
目
の
殺
害
及
び
冨
］
ケ
の
捕
縛
が
、
俳
優
（
酢

0
5
2
－E）
に
よ
っ
て
演
ぜ
ら

れ
、
ま
た
絵
画
（
口
広
吋
担
）
に
描
か
れ
て
い
た
乙
と
を
う
か
が
わ
せ
る
表
現
が
あ
る
。
辻
博
士
、
上
掲
書
（
注
一
二
参
照
）
三
二

O
頁
を
み
よ
。

（
二
二
）
ベ
ス
ナ
ガ
ル
の

m
Rロ
仏
目
立
］
］
R
に
つ
い
て
は
、
金
倉
博
士
『
中
世
精
神
史
中
』
九
頁
、
及
び
辻
博
士
『
パ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
l
タ
l
』
（
上
掲
）

三
二

O
頁
参
照
。
な
お
開
－
M

－H
N
a
m
g
－
寸
官
。
回
目
ぴ
円
山
門
凶
曲
目
呂
田
H
o
q
o同
日
ロ
門
出
白
・
〈
O］
・
戸
℃
］
丘
四
阿
〈
HHH・
参
照
。

ベ
ス
ナ
ガ
ル
の
石
柱
銘
文
は
中
村
元
博
士
「
悌
教
隆
盛
時
代
に
お
け
る
ヒ
ン
ド
ゥ

l
信
仰
の
実
情
」
（
鈴
木
学
術
財
団
、
研
究
年
報
、
一
五
、

一
九
七
八
、
三
五
頁
）
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
銘
文
と
関
係
の
あ
る
、
仏
教
の
『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
の
う
ち
の
句
も
全
論
文
に
示
さ
れ
て

い
る
。

（
二
三
〉

ζ

の
碑
文
は
、
そ
の
書
体
よ
り
み
て
、
少
く
と
も
紀
元
前
二
百
年
の
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
ま
た

u
g白
虫
色
目
以
前
で
あ
る
。

HN・0
・切何回目ロ仏国吋一｝内但ア〈包咽
0
2
4
m
g－
ω同】
4
5自
由
ロ
a
g
g
o門
叶
冊
目
的
目
。
己
目
的
可
一
え
叩
B
m－
働
・
ω・

（
二
四
）
通
常
は
、

σ白
】
昆
町
一
〈
回
は
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
兄
、
目
付
同
国
門
出
ー
は
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
父
方
の
叔
父
、
出
口
帥
己
耳
目
立
は
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
属
し
て
い
る

可
帥
円
四
回
〈
担
族
の
将
軍
己
同
日
目
g
田
の
息
子
、
品
目
HMmH
は
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
兄
弟
、
〈
日
仏
国
B
H
Eは
〈
判
明
包
族
の
或
る
ひ
と
（
当
mFOHHdzBOHY

O
℃・口広－

b
－
ω串
？
に
よ
れ
ば
、

σ町
田
』
目
ヨ
帥
口
同
の
息
子
〉
を
指
す
、
と
さ
れ
る
。

（
二
五
）
と
の
刻
銘
に
つ
い
て
は
、
中
村
博
士
、
上
掲
論
文
（
三
六
頁
）
に
お
い
て
、
原
文
が
示
さ
れ
、
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

合
一
六
）
切
町
田
コ
仏
同
一
円
｝
内
田
F
O
H
M－n
－f
匂－
A
P

・

（
二
七
）
色
白
g
sー
ミ
帥
mo
ぜ
S
S
E
a－

8
2
2
4
1回
目
立
曲
目
記
長
由
自
＼

S
E
s
q白
HHHロ
wgロ
UHIS
－M？ぴ吋
B
B
S帥
3

5
田
口
同
明
石
田
ぽ
弘
、
（
？
ぉ
L
串
）
（
H
u
g
s
m己主
Oロ）

MU・ロ
g
m
S
F
J
2
2
H
U
E］0
8
1己
的
口
げ
叩
寸
z
g
己
g

Z同町帥
σ
E
E
g
g－
ω－Z
・

（
二
八
）
口
白

i
r
E
B
O
B
S
，a
u
T
R
5
0
ロ
但
自
首
E
H
B
田
口
町
立
E
E
d＼

芯
吾
帥
1ロロ
B
O口
若
田
件
。
門
吉
一
宮
内
冨
千
百
件
E
I
g
B帥
丘
町
町
田
白
血
召
可
g
g
H
V、
（
ロ

h
－g
）

g凹
B
帥ロ
1
8即日
HEH百
回
目
自
問
的
H
Z
U可

mF
吉
田
5
1帥宮内凶可同

σ
E
H注
目
＼

世
5
8
1
d削
mo
ぜ
日
目
帥
a
a
l
g
芯
可
3
0
σ
E
Y
S
8
0
町
田
可
島
、
（
OHM－n
x
L
S
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op.cit.,
68) 

p
r
a
d
y
u
m
n
a
d
-
a
n
i
r
u
d
d
h
o
 ’harp s

a
r
g
o
 m

a
m
a
 puna}:l 

puna}:1/ 

aniruddhat-tatha b
r
a
h
m
a
 tatra-adikamala-udbhava}:l

，，：タ（
op"cit.,

69) 

brahmal).a}:l 
sarvabhiitani 

caral).i 
sthavaral).i 

c
a
/
 

etarp 
s:r

号tirp
vijanihi 

kalpadii;;u 
puna}:l 

puna}:l.j' 
(op.cit., 70〕

fJ 
fJ 
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制
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,SI~
ド
ニ
ト
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’
sarpkar

明
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Z認
l
ι
Q
認柑！，！

0
ユト

J
さま’草草ヰ

k
縦

揺
），！

ム
6
r
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ド
ニ
ト
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紺
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~
思
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It¥ I'¥ 
P
入
込
槻
桝
廿
1¥u .\Q

l-0~),L 0
ニ
ド
~
’
白
雪
＊

i皆
殺
盟
主
-H
「
欄
掛
剖
・
糊
緋
幽
Q
騒
封
書
心
魁
医

J
（
『
土
日
綿
製

Q
尚
早
自
ベ
J欄

翻
』

区
単
’
堕
占
手
同
十
同
社

I
Im::）

~
必
刊
。

(11) 
J

 )
 d
h
a
r
m
a
-
j
f
i
a
n
e
n
a
 ca-etena s

u
p
r
a
y
u
k
t
e
n
a
 k
a
r
m
a
l
)
.
a
/
 

a
h
i
r
p
s
a
-
d
h
a
r
m
a
-
y
u
k
t
e
n
a
 priyate harir-Isvara}:l〆（

12,336,52〕

e
k
a
-
v
y
i
i
h
a
-
v
i
b
h
a
g
o
 v

a
 kvacid-dvi-vy

色
ha-satp.j

負
ita}:1/

tri-vyuhas-ca-api 
~arpkhyatas-catur-vyiiha

会－
ca

d:rsyate〆（
op.cit.,

53) 

組
長
！
：
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！
吋
尋
包
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 I琢
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J
~
b
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－
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－
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ト
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迫
W
l
t
小

fJ..\J¥'-1.)Q
心’

｜
！
日
早
寝
ベ
J
~
、
h
-
K
i
ト
－
b

h
'
 
t-

入
4ミ

ミ
，
〉
キ
ホ

El-1¥:!W..¥J
r
ド
主
要
沼
会

l＼
と
小
fJ

-¥.I ¥u .¥Q
心’

11¥
隠嬰..＼）士

f’
-P-'"'-Ki

ト
－
b

V
令
入
4ミ

ミ
ふ
今

4、’
01'¥

I¥'> 1ト
時

-4
－＼、 E

l
~
う
主
同
J
(' 

い
喜
重
担
t,-,l-0

fJ
ベ
J¥u.¥Q£

、’
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以
上
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r
ト
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P
o
o
n
a
 edition; 12,336,53 

h!.1.
突
い
時
曇
剥
翰
竪
。

(11111) 
n
i
t
y
a
m
 hi 

na-asti 
jagati 

b
h
u
t
a
m
 s
t
h
a
v
a
r
a
-
j
a
i
l
g
a
m
a
m
/
 

:rte 
t
a
m
-
e
k
a
m
 p
u
r
u
甲a

m
v
a
s
u
d
e
v
a
m
 s
a
n
a
t
a
n
a
m
/
 

sarvabhilta-atmabh
色
to

hi 
v
a
s
u
d
e
v
o
 
mahabala}.1〆（

12,326,31)

p:rthivI 
vayur-1:1.kl:lsam-apo 

jyotis
－

伺
p
a
f
i
c
a
m
a
m
/

te 
s
a
m
e
t
a
 m

a
h
a
 tmana}.l. 

sariram-iti 
samjfiitam.f' (op. cit., 32) 

n
a
 vin

亘
dhatu-satp.ghatam

sariram bhavati 
k
v
a
c
i
t
/
 

n
a
 ca 

j
i
v
a
m
 
vina 

b
r
a
h
m
a
n
-
d
h
a
t
a
v
品
－
ce

科
ayanty-uta〆（

op.cit.,
34〕

sa jiva}.1 
parisamkhyata}.1 se

事a}.1
s
a
m
k
a
r
号atJ.al.i

prabhu}.1/ 

t
a
s
m
a
t
-
s
a
n
a
t
k
u
m
a
r
a
t
v
a
m
 y
o
 Jabheta svakarmatJ.a 〆（

op.cit.,
35) 

y
a
s
m
i
m
s
-
c
a
 sarvabhutani pralayai:p 

yanti 
s
a
m
k
号a

y
e
/

sa mana}.1 s
a
r
v
a
b
h
色
t
a
n
a
m
pradyumna}.l. paripathyate〆（

op.cit.,
36) 

tasmil.t-pras
包
to

ya}.1 
karta karyai:p 

karatJ.am-eva c
a
/
 

y
a
s
m
a
t
-
s
a
r
v
a
m
 prabhavati j

a
g
a
t
-
s
t
h
a
v
a
r
a
-
j
a
n
g
a
m
a
m
/
 

旬、
iruddha}.1

sa I釘
n
o
vyakti)J. 

sa 
s
a
r
v
a
-
k
a
r
m
a
s
u
~
許
（
op.cit.,

37) 

y
o
 v
a
s
u
d
e
v
o
 b
h
a
g
a
v
a
n
-
k
号etrajfio

nirgutJ.l:ltmaka}.1/ 

j 色
eya}.1

sa e
v
a
 b
h
a
g
a
v
a
色
ー
jiva}.1

s
a
m
岡

崎
atJ.al.i

'prab】1U}.l..f'
(op.cit., 38) 

s
a
m
k
a
r
写atJ.ac-ca

p
r
a
d
y
u
m
n
o
 manobhuta}.l. sa u

c
y
a
t
e
/
 

p
r
a
d
y
u
m
n
a
d
-
y
o
 'niruddhas-tu so

’h
a
m
k
a
r
o
 mahesvaralt.f' 

(op.cit., 39) 

mattalt s
a
r
v
a
m
 s
a
m
b
h
a
v
a
t
i
 jagat-sthavara-jailgamam/ 

a
k
号a

r
a
m
ca k

早a
r
a
m
ca-eva sac-ca-asac

－
伺

－
e
v
a
n
a
r
a
d
aグ

（
op.cit.,

40) 

(111111) 
J.JGl11

同
翠
否

lι
\tl~

て
t-0...\.1J.J 

I(\~’
pancaratra

腿
Gfil隠

.W!穏
や

~t(I。
J.JJ.J 

\tJ~’
jiva =

 sa
m
k
a
r
担
tJ.a;

m
a
n
a
s
=
 

p
r
a
d
y
u
m
n
a
;
 a
h
a
m
k
a
r
a
=
a
n
i
r
u
d
d
h
a
;
 v
a
s
u
d
e
v
a
=
k
号etrajfia

=
 nirgutJ.a}.1 

p
a
r
a
m
a
 tm

a
n
ベ
j初

主
計

J
；
二
時
’
ベ

Jニ小。
P
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n
a
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〈
三
四
）
注
（
一
九
）
を
み
よ
。

〈
三
五
）
回
目
的
件
。
可
0
・同】同
M

－AFω
串
l

由・

（
三
六
）
吋
，

E
E
m封
印

呂

E
u函－
u
a
4
・

守
O
｝・ロ・同
u
・回、・
v

長
阿
合
経
第
て
大
本
経
（
大
正
蔵
、

本
が
あ
り
、
開
・
4
『田

EmnvE去
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

ロ
目
的
宮
但
阿
国
帥
4
国内凶帥ロ曲師
A
E
B
－寸－
H
H
何
日
ロ
宮
町
吋
ロ
ロ
m

d
ロ島

ω回ロ凹｝
E
H
f叶
mua
・

叶
，
・
口
日
、
吋
四
回
忌
冊
目
円
ぴ
叩
エ
ロ
ロ
m
・切冊吋｝山口・〉日両国
a
o
g芯
l
〈由同］世間同由明
ω
－H
u
g
－

〈
三
七
〉
り
山
田
］
o
mロ冊目
O

同
己
M
O

回
口
弘
色
町
田
・
同
Mmw
江
口
－

u
・由
1
叫
・
に
と
れ
ら
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。

（
三
八
）
但
し
、
過
去
仏
の
信
仰
は
阿
育
主
以
前
に
で
き
て
い
た
。
干
潟
鰭
梓
博
士
『
改
訂
増
補
本
生
終
類
の
思
想
史
的
研
究
』
昭
和
五
十
三
年
、
山
喜

房
、
五

O
買
参
照
。

（
三
九
）
盟
問
口
問
。
ロ
0
4
3
阿
S
R
a
z
E
E
m
n片山宮山
0
5
・
u
p・
な
お
静
谷
主
雄
氏
『
F
A
乗
仏
教
史
の
研
究
』
昭
和
五
十
三
年
、
宵
華
苑
、
六
O
頁
参
照

（四
O
〉
大
衆
部
と
い
う
名
称
と
、
説
出
世
部
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
静
谷
氏
、
上
掲
響
、
五
三
頁
以
下
を
み
よ
。

（
四
一
）
乙
乙
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

n
g
の
文
と
、
法
華
経
（
薬
草
織
品
の
三
草
二
木
の
響
喰
花
見
ら
れ
る
、
知
来
の
公
平
無
私
）
と
の
類
似
は
、
既
に

（
上
掲
）
一
八
頁
参
看
。

一
、
一
一
貝
以
下
〉
。
な
お
、

ζ

の
経
に
は
中
盤

同
四
百
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
金
倉
博
士
「
イ
ン
ド
文
化
と
法
華
経
の
交
渉
〈
序
説
）
」

（
四
二
）

H
Y
H
H
4
・h

－M
U
匂－

E
∞－
h

・M
M
U
匂・
M
g
－h

・
ご
同
Y
M
S
－h

・A
F
U
2口・

（
四
＝
一
）
ラ
モ
ッ
ト
は
と
の
後
、
大
乗
の
三
身
説
に
も
言
及
し
て
い
る
。

（
四
四
）
中
野
義
照
博
士
訳
『
叙
争
詩
と
プ
ラ
1
ナ
』
二
二
七
頁
。
（
と
の
部
分
は
英
訳
に
よ
る
。
）

四


